












　７
月
４
日
に
行
わ
れ
た
福
島
県
家
の
光
大
会
で
、
女
性

部
磐
梯
支
部
の
鈴
木
正
子
さ
ん
が
「
Ｊ
Ａ
女
性
部
活
動
体

験
発
表
」
で
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　磐
梯
支
部
は
、
以
前
ま
で
あ
っ
た
女
性
部
活
動
の
貸
衣

装
部
門
の
着
物
で
マ
カ
ロ
ン
ポ
ー
チ
を
作
り
、
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
た
時
に
女
性
部
の
先
輩
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
そ
の
取

り
組
み
を「
恩
返
し
の
支
部
活
動
」と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
と
き
に
は
先
輩
方
の
感
動
や
う
れ
し
さ
が
伝

わ
っ
て
き
た
そ
う
で
、
お
互
い
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
い

合
え
る
、
大
成
功
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　受
賞
の
喜
び
を
「
思
い
を
伝
え
た
い
と
私
が
代
表
し
て

話
し
た
だ
け
。
み
ん
な
の
活
動
の
成
果
で
す
」
と
話
す
鈴

木
さ
ん
。
８
月
に
行
わ
れ
る
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
の

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　７
月
６
日
、
大
阪
市
の
ス
ー
パ
ー
で
、
長
谷
川
組
合

長
や
管
内
市
町
村
長
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま
し

た
。
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
地
元
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
合
わ
せ
、
初
め
て
ほ
う

れ
ん
草
や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
関
西
方
面
に
出
荷
。
今
後

は
出
荷
量
を
増
や
し
て
い
く
方
針
で
す
。

　ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
は
長
谷
川
組
合
長
や
長
谷
川
専

務
、
岩
橋
常
務
な
ど
Ｊ
Ａ
役
職
員
に
加
え
、
喜
多
方
市

や
会
津
若
松
市
、
南
会
津
町
、
会
津
美
里
町
の
首
長
な

ど
30
名
が
参
加
し
、
来
店
客
に
先
着
で
南
郷
ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス
や
会
津
そ
ば
な
ど
を
配
り
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
Ｊ
Ａ
が
関
西
方
面
に
定
期
的
に
出
荷
し
て

い
た
の
は
、
イ
ン
ゲ
ン
や
ト
マ
ト
な
ど
で
し
た
。「
品
目

や
数
量
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
市
場
の
要
望
を

受
け
、
今
回
の
品
目
追
加
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
参
加

者
は
５
日
か
ら
大
阪
市
に
入
り
、
出
荷
先
の
市
場
な
ど

を
訪
問
し
、
関
係
者
に
会
津
の
農
産
物
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

　長
谷
川
組
合
長
は
「
品
質
の
良
い
農
産
物
を
届
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
関
西
方
面
に
も
積
極
的
に

出
荷
し
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
し
た
。

▲会津の農産物をトップがアピール

▲新鮮野菜がスーパーに並びました

鈴
木
さ
ん
最
優
秀
賞

　
　
　
女
性
部
活
動
体
験
発
表

大
阪
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
出
荷
品
目
の
拡
充
へ

▲受賞を喜ぶ鈴木正子さん（右）と
　穴澤絹子さん（左から２番目）
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▲トラックへ詰め込まれる南郷トマト

▲きれいな花に思わずにっこり

▲収穫後の出荷作業も見学しました

▲形にもこだわったサンド

　Ｊ
Ａ
の
フ
ラ
ワ
ー
生
産
部
会
と
い
い
で

地
区
花
き
生
産
部
会
は
７
月
21
・
22
日
、

合
併
後
初
の
産
地
見
学
会
を
行
い
ま
し

た
。
各
地
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
合
い
、

交
流
を
図
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　参
加
者
は
猪
苗
代
町
と
喜
多
方
市
の
ほ

場
を
訪
問
。カ
ラ
ー
や
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、

ユ
ー
カ
リ
な
ど
の
栽
培
を
見
学
し
ま
し

た
。　い

い
で
地
区
花
き
生
産
部
会
の
田
中
勉

部
会
長
は
「
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
良
い

き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
今
後
も
交
流
を
継
続
し
て
い

き
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
し
た
。

〈
喜
多
方
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
・
長
浜
和
矢
〉

　７
月
よ
り
、
県
内
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

で
「
南
郷
ト
マ
ト
を
使
っ
た
ト
マ
ト
サ
ン

ド
」
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
の
食
材

を
使
っ
た
商
品
開
発
に
取
り
組
む
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
と
協
力
し
実
現
し
た
こ
の
商
品

は
、
パ
ン
に
レ
タ
ス
や
ベ
ー
コ
ン
、
南
郷

ト
マ
ト
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
、
ボ
リ
ュ
ー

ム
も
た
っ
ぷ
り
で
す
。
３
４
０
円
で
９
月

ま
で
の
限
定
販
売
で
す
。

　ま
た
、「
ゆ
う
パ
ッ
ク
」
に
よ
る
全
国

配
送
も
７
月
27
日
に
開
始
と
な
り
、
南
郷

ト
マ
ト
選
果
場
で
は
Ｊ
Ａ
、
郵
便
局
、
町

　７
月
８
日
、
会
津
若
松
市
の
ス
ー
パ
ー

で
か
す
み
草
フ
ェ
ア
を
開
き
ま
し
た
。
店

頭
に
は
白
色
の
他
に
、
黄
色
や
ピ
ン
ク
、

紫
や
青
の
染
め
カ
ス
ミ
ソ
ウ
が
並
び
、
他

の
花
と
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
花
束
が
店
舗
を

彩
り
、
売
れ
行
き
は
好
調
で
し
た
。

　部
会
の
立
川
部
会
長
は
「
染
め
か
す
み

草
を
組
み
合
わ
せ
て
買
っ
て
い
く
人
が
多

い
。
ブ
ー
ス
の
花
を
何
度
も
補
充
す
る
ほ

ど
だ
っ
た
」
と
話
し
、
お
客
様
は
「
家
の

花
を
引
き
立
た
せ
る
よ
う
に
白
を
買
っ

た
。
去
年
も
購
入
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し

ま
し
た
。

南
郷
ト
マ
ト
最
盛
期

　
　
　
　

  

コ
ン
ビ
ニ
と
提
携
、ゆ
う
パ
ッ
ク
も
開
始
初
め
て
の
２
地
区
合
同
開
催

　
　
　市
場
招
き
花
を
Ｐ
Ｒ

染
め
カ
ス
ミ
ソ
ウ
が
店
舗
を
彩
る

　
　
　
　昭
和
か
す
み
草
フ
ェ
ア
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な
ど
関
係
者
に
よ
る
出
発
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
み
な
み
地
区
本
部
の
近
藤
本
部
長

よ
り
「
生
産
者
の
ト
マ
ト
に
対
す
る
愛
情

も
一
緒
に
全
国
の
消
費
者
に
届
け
て
ほ
し

い
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
南
会
津

町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
ん
だ
べ
ぇ
」
も
交
え

た
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
と
も
に
第
１
便
を
見

送
り
ま
し
た
。
ゆ
う
パ
ッ
ク
に
よ
る
南
郷

ト
マ
ト
は
ケ
ー
ス
単
位
で
の
注
文
で
、
全

国
の
郵
便
局
で
申
込
み
が
可
能
。
発
送
は

９
月
中
旬
ま
で
を
予
定
し
ま
す
。
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▲ロックウール栽培を行う生産者の皆さん

▲実演の講習を受ける皆さん

▲Ｆａｃｅｂｏｏｋのページを作る担当職員

▲米粉のチーズケーキがふるまわれました

　７
月
24
日
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
「
い
い
で
の

四
季
」
は
、
出
荷
者
向
け
に
切
り
花
講
習

会
を
開
き
ま
し
た
。「
お
盆
セ
ー
ル
」
に

向
け
て
、
品
質
の
統
一
と
商
品
の
充
実
を

目
的
に
、
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　近
年
は
直
接
墓
参
り
に
行
く
人
が
多

く
、
数
種
類
の
花
を
組
み
合
わ
せ
た
花
束

や
、
買
っ
て
す
ぐ
に
花
瓶
に
さ
す
こ
と
が

可
能
な
短
い
サ
イ
ズ
の
も
の
が
好
ま
れ
ま

す
。　Ｊ

Ａ
の
担
当
職
員
は
「
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
販
売
で
売
り
上
げ
も
伸
び
て
い
る
。
い

い
で
の
四
季
の
花
は
良
か
っ
た
と
印
象
に

残
る
よ
う
な
商
品
づ
く
り
を
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　Ｊ
Ａ
は
女
性
部
専
用
の

　
　
　
　
　

ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
女
性
部
担

当
部
署
が
直
接
投
稿
す
る
こ
と
に
よ
り
、

新
し
い
情
報
を
随
時
ア
ッ
プ
で
き
、
若
い

世
代
へ
向
け
た
情
報
発
信
と
し
て
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　は
「
Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
女

性
部
」
の
名
前
で
登
録
。
若
い
世
代
に
活

動
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
立
ち
上
げ
を

決
め
ま
し
た
。

　生
活
福
祉
部
の
佐
藤
仁
部
長
は
「
女
性

部
の
活
動
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
若

い
世
代
の
女
性
部
加
入
促
進
に
結
び
つ
け

た
い
」
と
意
気
込
み
ま
し
た
。

　７
月
８
日
、Ｊ
Ａ
の
直
売
所
「
ま
ん
ま

〜
じ
ゃ
」は
、会
津
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
っ

た
米
粉
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し

た
。Ｊ
Ａ
は
「
会
津
若
松
市
米
粉
利
用
推

進
連
絡
協
議
会
」
の
会
員
で
あ
り
、
市
の

農
政
課
と
合
同
で
毎
年
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
米
粉
を
使
っ
た
炊
飯
器
で
つ

く
る
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
の
試
食
と
レ
シ
ピ
の

配
布
を
行
い
、「
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
て
食

べ
や
す
い
」
と
好
評
で
し
た
。
小
麦
粉
ア

レ
ル
ギ
ー
の
代
替
え
食
に
も
な
る
た
め
、

特
に
子
ど
も
を
連
れ
た
利
用
客
か
ら
好
評

で
し
た
。

　み
ど
り
地
区
き
ゅ
う
り
部
会
は
、
玄
武

岩
を
主
と
し
た
原
料
を
使
っ
た
ロ
ッ
ク

ウ
ー
ル
を
使
用
し
、
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
を
始

め
ま
し
た
。
土
に
定
植
せ
ず
ロ
ッ
ク
ウ
ー

ル
に
直
接
植
え
付
け
、
土
壌
障
害
を
回
避

す
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。
収
量
の
確
保
に

向
け
種
苗
会
社
な
ど
と
連
携
し
て
試
験
栽

培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　現
在
、
栽
培
す
る
の
は
３
名
。Ｊ
Ａ
の

担
当
者
は
「
土
壌
消
毒
を
考
え
る
と
、
コ

ス
ト
が
か
か
ら
な
い
。
安
定
し
た
収
量
が

見
込
め
れ
ば
、
今
後
導
入
し
や
す
い
。
使

用
者
が
増
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
ま
し
た
。

女
性
部
が

　
　
　
　

   

を
開
始

　担
当
が
直
接
投
稿

切
り
花
に
ひ
と
手
間
を

直
売
所
会
員
に
講
習
会

ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
試
験
栽
培

　
　
　キ
ュ
ウ
リ
で
実
施

直
売
所
で
米
粉
Ｐ
Ｒ

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
の
試
食
人
気

Facebook Facebook 

Facebook 
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　ＪＡ共済をご利用いただき、ありがとうございます。 

　ＪＡ共済では、共済掛金の振替口座につきまして、ご契約者様本人の名義の口座を

指定いただくことを原則としております。 

　共済金等の税金に影響が生じる場合がありますので、振替口座のご確認をお願い申

しあげます。 

共済掛金の振替口座のご確認のお願い 共済掛金の振替口座のご確認のお願い 共済掛金の振替口座のご確認のお願い 

　共済金等の税金は、共済掛金をご負担いただいている方（以下、「掛金負担者」といいます。）

と共済金受取人等の関係により種類が決まります。 

　例えば、被共済者が同一のご契約でも、死亡共済金の税金は、掛金負担者・被共済者・死

亡共済金受取人の関係により以下のとおりになります。 

共済金等の税金の考え方（生命共済） 

　ご契約者様の名義が子であったとしても、例３のように掛金負担者が父であれば、子の死

亡により子の妻が受け取った死亡共済金は贈与税の対象になります。 

　父名義の口座を子のご契約の振替口座に指定していたような場合、税務署から父が掛金負

担者であると形式的に判断され、子の妻が受け取った死亡共済金が贈与税の対象であると指

摘される可能性があります。 

 

　ご家族の契約の振替口座をまとめて世帯主等の口座に指定することは避ける必要があります。

　共済掛金の振替口座はご契約者様本人の口座を指定してください。 

共済掛金の振替口座の指定について（生命共済） 

例 

１ 

２ 

３ 

ご 契 約 例 

掛金負担者 被共済者 死亡共済金受取人 

（父） （子） 　（父） 

（父） （子） （子の妻） 

死亡共済金の 
税金の種類 

相続税 

所得税・住民税 

贈与税 

（子） （子） （子の妻） 

ご契約者のみなさまへ ご契約者のみなさまへ ご契約者のみなさまへ ご契約者のみなさまへ 

共済掛金の振替口座のご確認のお願い 

ご注意ください！！ 

ご不明の点がございましたら、ご契約のＪＡまでお問い合わせください。 17484000007この資料は個人契約の税務の取扱いの概要を説明したものです。個別の税務の取扱いにつきましては、税理士・税務署等にご確認ください。 

※この資料の記載内容は、平成29年1月末現在施行されている法令等および国税当局への照会結果にもとづ

くもので、将来の取扱いを保証するものではありません。 

●お問い合わせはご契約のＪＡまで。 

生命共済契約の税金のご案内について 

　養老生命共済等の満期共済金の税金は、掛金負担者と満期共済金受取人の関係により以下のと

おりになります。なお、解約返れい金も同様の取扱いになります。 

　表面に記載の死亡共済金の場合と同様に、満期共済金の場合も共済掛金振替口座の名義人が掛

金負担者と判断される可能性があります。 

満期共済金の税金について 11

　契約者（掛金負担者）が死亡され共済契約の権利が相続されたときは、解約返れい金相当額が

相続税の課税対象になります。このため、権利の相続後は、死亡された契約者が負担した共済掛

金は、権利を相続した契約者が負担したものと取り扱われます。 

契約者（掛金負担者）が死亡された場合の税金について 

例 

１ 

２ 

ご 契 約 例 
掛金負担者 受取人 

税金の種類 

（父） 

（父） 

（父） 

（子） 

所得税・住民税 

贈与税 

（注）名義上の契約者ではない掛金負担者が死亡された場合は、名義上の契約者が共済契約の権利を相続

したものとみなされ、解約返れい金相当額が相続税の課税対象になります。 
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建物更生共済契約の税金のご案内について 

　共済掛金を実質的にご負担いただいている方が契約者と異なる場合、実質的な掛金負担者から

契約者に共済掛金相当額が掛金の払込みの都度、贈与されたものとして、贈与税の対象となりま

す。 

共済掛金払込時の税金について 11

　建物更生共済の満期共済金は、契約形態にかかわらず、所得税・住民税の対象となります。な

お、解約返れい金も同様の取扱いになります。 

（注）所得の計算上、払込共済掛金のうち、すでに事業所得等の必要経費に算入した部分は、一時所得の

必要経費に算入することはできません。 

満期共済金の税金について 22






